
令和６年度 初任者研修に係る書類作成上の留意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１は「計画書」、様式
４は「報告書」にして提出
願います。 

経歴欄の記載によって、担当授業時数が決まりま
す。※の記載内容をよく読んで記載願います。 

担当授業時数は、小学校
は「２１」、中学校は「１８」
以下にしてください。 

 

 

注意書きの※の部分はすべて削除願います。 

 

どの初任者の後補充を行うのかが分か
るように対象教員のアルファベットとそろ
えてください。 

初任者研修推進委員会の実施時期について
は、計画書、報告書ともに、例えば、「７月９日
（火）」のように実施日と曜日を明記願います。 

この時数を、様式２
「指導時間の関連一
覧表」と一致させてく
ださい。 

－ １ ‐ 



（様式２）初任者研修 指導時間の関連一覧表について 

 

令和６年度 初任者研修の手引（小・中・義務教育学校 指導者用）P22 より 

 

 

※枠で囲ってあるところは、すべて忘れずに記入してください。 
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記入例では「授／般」となっていますが、「示／

般」や「研／授」の場合は、この枠内を修正し

てください。そうすることで、自動計算できるよう

になります。 

初任者の枠だけ、授業を行っている時間に

「１」と記載します。それ以外の教員はすべて

「／」にしてください。 

－ ２ ‐ 



（様式３）校内研修の年間研修計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１人の対象教員につき、1シート（2人配置校は 2シート）作成する。 

※校内研修は 2月末をもって完了するようにし、3月は 1年間を振り返り、次年度への準備をす

る期間とする。 

※年間の報告の際には、「見出し」を「校内研修の年間研修実施」として提出する。 

 

※の部分はす
べて削除願い
ます。 

計画書には週時程は記
載せず、報告書で記載し、
提出願います。 

小学校配置の初任者は、１～８のす
べての研修領域を確実に実施できる
よう計画してください。 
中学校配置の初任者は「３（外国

語）」以外のすべての研修領域を確実
に実施できるよう計画してください。
（「３」は空欄で提出願います。） 

計画書を作成する段階から、研修領域「１～８」や研修形態「A～D」に偏りが生じないようにバランスよく位
置付けてください。 
年間を見通すために、とても大切な作業ですので、拠点校指導教員、校内指導教員、管理職の先生方と相
談して、計画書を作成してください。 

－ ３ ‐ 


